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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 平成８年に開発した｢ふくしま赤しゃも｣は関係者の努力で順調に普及し、冷凍にしない生肉での販
売を可能にしているが、開発当初「単冠」と「三枚冠」がほぼ同数混在し、生産者・消費者等から斉一
性が求められていた。そこでシャモの特徴である三枚冠が、すべてのコマーシャル鶏に発現するよう
大型シャモが三枚冠になる優性遺伝子のホモ化（ＰＰ）を進めた。

(1) 大型シャモの三枚冠の出現は、G1=75％、G2=88％、G3～=100％になった。

(2) 三枚冠優性遺伝子のホモ化(ＰＰ)は後代検定を取り入れた結果、G4以降限りなく100％に近づ
き、効率よくホモ化を達成した（表１）。

(3) 90日齢の発育(㎏)の新：旧の比較は、雄（2.53：2.45)、雌(1.84：1.80)で｢新しゃも｣が上回った。特に
雄の発育が良かった（表２）。

(4) 三枚冠統一の｢新しゃも｣の評価は高く、需要は順調に伸び１４年度は35,000羽の生産に達した
（図２）。

２ 期待される効果

三枚冠統一により、消費者や料理人(長)などのイメージ向上が期待できる。

３ 適用範囲

県内一円

４ 普及上の留意点

喧噪性が見られる場合は、雌雄別々の飼養や飼養密度を低くする等の対策が必要である。

Ⅱ具体的データ等
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